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様式1

提案先領域・グランドチャレンジはプルダウ
ンより1つ選択

選択肢がプルダウンされます

本様式以外を使用されている場合は不受理となります
また、提案書の漏れや不備などがある場合は不受理と
いたしますのでご注意ください

選択肢がプルダウンされます

選択した領域・グランドチャ
レンジにかかわらず、300字
以内で研究概要を記載し
てください

研究開発期間は最長で2031年３月までの5.5年間です

• 提案書全体で3MB以内
• 全ページ、フォントサイズは10.5pt以上
• 書式設定、スタイル設定、行間サイズは
変更しないでください

• 提出時には、PDF化の上、e-Radにアッ
プロードしてください

• 青色のガイドの注意書きをよく確認して
 ください（提出時は削除してください）

• e-Radと提案書双方に記載欄がある事
項について記載内容が異なる場合は、     
提案書の情報を正として対応します
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様式2

e-Rad画面

• 本提案の背景や問題意識、グランドチャレンジを見据え
て研究開発期間内で達成を目指す構想を1～2ページ
以内で記載してください

• GC00を選択した場合は、提案するグランドチャレンジの
名称（50文字以内）および概要（500文字程度で、
どのような常識に対する挑戦であるか、また、どのような社
会問題に対してインパクトをもたらすのか等）を記載して
ください

• 必要に応じて図表等を記載いただいても構いません

e-Radにおける「研究目的」「研究概要」の欄には、「研
究開発提案書を参照」と記載してください
（ 「研究目的」および「研究概要」の「アップロード」は使
用しないでください）
※e-Rad操作の詳細は、e-Rad入力マニュアルをご
確認ください

（https://www.jst.go.jp/kisoken/cronos/dl/
2025/e-rad.pdf）

https://www.jst.go.jp/kisoken/cronos/dl/2025/e-rad.pdf
https://www.jst.go.jp/kisoken/cronos/dl/2025/e-rad.pdf


様式3
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必要に応じて図表等を記載いただいても構いません

• 提案の独自性・優位性を1ページ以内で記載してください
• 従来技術の延長ではない挑戦的な技術内容で科学技術の飛躍
的な発展が見込めるものであり、国内外の研究開発、市場、社会
情勢等の現状と動向を踏まえ、提案内容の位置づけ、独創性や
独自性、優位性をわかりやすく記載してください



様式4-1
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• 提案における達成目標・実施計画を4
ページ以内で記載してください

• 必要に応じて図表等を記載いただいて
も構いません

研究実施期間終了時点における達成目
標を、基盤研究と移行研究全体を含めて
分かりやすく記載してください

目標を達成するための、基盤研究における
研究のアプローチ・進め方・準備状況を分
かりやすく記載してください

目標を達成するための、移行研究における
概念実証等の予定を分かりやすく記載して
ください



（続き）様式4-1

具体的なスケジュール、マイルストーン、想定さ
れる成果を線表等を用いて明示してください。
基盤研究のスケジュールの他、可能であれば移
行研究も記入してください

6

必要に応じて行を追加してください



様式4-2
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初年度（2025年度）35,000千円、
2年目（2026年度）31,000千円、
3年目以降は27,000千円
を上限値に計画を検討してください

単位は千円です

基盤研究の全期間にかかる
直接経費合計値の上限は
174,000千円です

基盤研究のみについて記載してください



様式4-2
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（続き）

基盤研究のみについて記載してください

それぞれの合計値が、
「1.研究グループ別の予算計画」と
一致することを確認してください

単位は千円です



様式5-1

9

• JSTから配賦される研究予算を執行し研究を
実施する全ての研究機関を記載してください
（JSTと各研究機関との間で委託研究契約を
締結します）

• 研究の再委託はできません

20字程度で各グループの研究開発題目を記
載してください

基盤研究のみについて記載してください

主たる共同研究者、もしくは研究参加者以
外に、連携・協力予定の人物・機関があれば
記載してください



様式5-2
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• 基盤研究のみについて記載してください
• 研究開発代表者の実施体制・構想における位
置づけ等を2ページ以内で記載してください

現在の所属機関と、採択後研究開発を実
施する研究機関が異なる場合には、研究
開発を実施する機関を記載いただき、特記
事項にて事情をお知らせください

e-Radの「2.研究組織情報の登録」には、
「研究開発参加者」の入力は不要です



様式5-3
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• 基盤研究のみについて記載してください
• 主たる共同研究者の実施体制・構想における
位置づけ等を、1グループあたり2ページ以内で
記載してください

現在の所属機関と、採択後研究開発を実
施する研究機関が異なる場合には、研究
開発を実施する機関を記載いただき、特記
事項にて事情をお知らせください

e-Radの「2.研究組織情報の登録」には、
「研究開発参加者」の入力は不要です

共同研究グループごとに「主たる共同研究者」を記
載してください（委託研究契約の研究担当者に
当たります）



様式5-3
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（続き）

原則として、海外の研究機関への研究費配
分はありません。海外の研究開発期間を研
究チームに加え、かつ、研究費の提供を希望
する場合には、海外研究機関でなければ研
究実施が困難である理由を記載ください

共同研究グループとして海外の研究機関を
加えることを希望する場合、左記3点を必ず
記載ください



様式6-1
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• 青字のガイドに従い、記載してください
• 研究開発代表者について、10件以内※
かつ3ページ以内で記載してください

※学術論文、著書、･･･など、過去の研究代表の実績等の
合計件数が10個まで

記載した各実績について、提案を遂行する
能力を有していること、チーム全体を牽引・マ
ネジメントする能力があること、あるいは実績・
成果の重要性を示すため、簡潔な説明を加
えてください。

学術論文の場合、著者名において提案者自
身に下線を引いてください



様式6-2
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• 青字のガイドに従い、記載してください
• 主たる共同研究者1名あたり、10件以内※
かつ1ページ以内で記載してください

※学術論文、著書、･･･など、過去の研究代表の実績等の合
計件数が10個まで

※研究開発代表者とは記載可能なページ数が異なりますので
ご注意ください

記載した各実績について、提案を遂行する
能力を有していること、研究グループを牽引・
マネジメントする能力があること、あるいは実
績・成果の重要性を示すため、簡潔な説明
を加えてください。

学術論文の場合、著者名において主たる共
同研究者自身に下線を引いてください



様式7
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CRONOSを1つ目に、その他は本人受給研
究費（期間全体）が多い順に記載してくださ
い

エフォートはe-Radの数値と一致させてくださ
い



様式7
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（続き）

CRONOS以外の申請中・申請予定の助成
等（受給状況に「申請」と記載のもの）のエ
フォートは記載しないでください

主たる共同研究者ごとに作成してください

エフォートはe-Radの数値と一致させてくださ
い



様式8
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領域アドバイザーリストはホームページでご確認
ください

POおよび領域アドバイザー等との利害関係が
ある場合は、その内容を具体的に記載してくだ
さい

異動予定等ある場合は、こちらに記載してくだ
さい

提案書様式のガイド、もしくは募集要項
「2.8.2利益相反マネジメントの実施」の「(2)
研究開発提案者の利益相反マネジメント」を
参照してください

JSTの出資公表については、下記ウェブサイト
を確認してください
（https://www.jst.go.jp/entre/news
.html）

https://www.jst.go.jp/entre/news.html
https://www.jst.go.jp/entre/news.html
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